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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

コンクリートパイル･ポール協会（COPITA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案

を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が

改正した日本産業規格である。これによって，JIS A 7201:2009 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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既製コンクリートくいの施工標準 

Standard practice for execution of precast concrete piles 

 

1 適用範囲 

この規格は，既製コンクリートくい（以下，くいという。）の施工標準について規定する。 

この規格におけるくいは，JIS A 5372 及び JIS A 5373 に規定するくい類又はこれらと同等以上の品質を

もつくいを対象としている。 

なお，技術上重要な改正に関する新旧対照表を，附属書 A に示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 5372 プレキャスト鉄筋コンクリート製品 

JIS A 5373 プレキャストプレストレストコンクリート製品 

JIS Z 3211 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒 

JIS Z 3313 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ 

JIS Z 3801 手溶接技術検定における試験方法及び判定基準 

JIS Z 3841 半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

工事監理者 

当該構造物において，設計図書に示された条件に適合する目的物を完成するために工事監理を行う者 

3.2 

元請技術者 

当該構造物において，工事を完成するための工事請負者の現場代理人で工事管理を行う者 

3.3 

くい工事管理者 

当該構造物において，くい工事を完成するための工事管理を行う者 


